
決算書掲載頁　251

内
訳

新しく成人を迎える青少年を対象に成人のつどいを開催することで、新成人を祝福するとともに成人としての自覚を促す
ことを目的とする。

成人が参加できるようなプログラムを検討する。

貢
献
度

今
後
の
方
向
性

青少年の体験活動を充実する青少年育成
元気創造都市

施
策
の
大
綱

教育推進部青少年育成課

事業： 成人のつどい事業 0599

05

整理
番号

施策分野(節) 施　　　　　策まちづくりの目標(章)

02第3章

目

的

総
合
評
価

妥当性

効率性

有効性

施策に対する
事業貢献度

根

拠

B

有料広告の利用で案内状印刷経費を減らしたほか、少ない経費の中でも安全な式典
が開催できたため。A

有料広告の利用で案内状印刷経費を減
らしたほか、少ない経費の中でも安全な
式典が開催できたため。

A

A

B

目

標

新成人への案内状の送付についてハガキに有料広告を掲載。また成人式当日に多数のボランティア参加を呼び掛ける
など、最少の経費で祝賀ムードの高い式典の開催を行う。

事
業
費
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財
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事業費
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世帯あたり

財
源
内
訳

総コスト

人件費
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価
理
由

一般財源

国府支出金

地方債

その他特定財源

4,383

39

93
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3,431

0
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0
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0

事業費 952

(決算額) (千円) (千円)

(円)

(円)

コ
ス
ト
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報
・
評
価

所管課

新しく成人を迎える青少年を対象に成人のつどいを開催することで、新成人を祝福するとともに成人としての自覚を促す
ことを目的とする。
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細事業：成人のつどい事業 01事業
優先順位

事業
実施主体

事業開始
年　　　度

根拠
法令

整理
番号

事業費 総コスト

人件費

公債費財
源
内
訳

内
訳

平成25年度 平成24年度 比　較 平成25年度 平成24年度 比　較
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価
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後
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職員数

再任用職員数

1

直営 昭和47年度以前

各年度に成人となる青少年

成人が参加できるようなプログラムを検討する。
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4,383952
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0

0.45
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0
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(決算額) (千円) (千円)

対
象
者

新成人への案内状の送付についてハガキに有料広告を掲載。最少の経費で祝賀ムードの高い式典の開催を行う。
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事業：成人のつどい事業                                               

 新成人となる青少年を対象に、新成人を祝福するとともに成人としての自覚を促すことを目的に成人のつどいを

開催した。新成人にとっては、一生に一度のイベントであるので、この事業を通じてこれからの生活に対して、何

かのきっかけとしていただけることを目標に事業を実施した。 

 

細事業：成人のつどい事業                      

  日 時 平成２６年１月１３日（月・祝）  午前１１時～正午 

  場 所 ラブリーホール 

  参加者 ８００名（男３４２名、女４５８名）  出席率７３．５％ 

  内 容 オープニング（南花台中学校合唱部による「市民歌」披露、「故郷（ふるさと）」合唱）・ 

国歌斉唱・新成人による市民憲章朗読・成人に贈る言葉・花束贈呈・新成人の言葉 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 南花台中学校合唱部によるオープニング 

市民憲章朗読 

花束贈呈 

出演者に拍手を送る新成人 

新成人の言葉 


